
網走海区漁業調整委員会の委員候補者の推薦・応募の結果について（令和７年１１月１０日～１２月９日）中間・最終 
 

募集人数３名に対して、推薦３名、応募０名　合計３名　うち漁業者等　　２名（推薦３名、応募０名） 
 

（推薦）                                                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（注）経歴は前職まで掲載 

 受付 　
氏　名

 
年齢

 
性別

 
職業

 
経　　歴

  漁業者  
　　漁業の状況

 推薦をした者[法人又は団体の場合]
備考

 

 番号  等該当    　 団体等の名称 設立の目的等 推薦の理由

及び代表者氏名

０１ 吉田　恭 ６４ 男 団体 平成３１年３月～  － 北見管内漁業協 北 見 管 内漁 業 　昭和６１年４月に常呂漁業協同組合の職員となり、平成

役員 　常呂漁業協同組合  同組合長会 協 同 組 合の 一 ３１年から専務理事、令和７年から代表理事組合長として、

　専務理事 －  層 の 発 展を 図 漁業者の相談に親身になって応じ、漁業者からの信頼も厚

 加賀谷　一則 る た め 、相 互 く指導力に優れた人物である。 

令和７年３月～ 連 絡 を 密に し 　また、組合経営及び漁家経営の安定に心血を注ぎ、漁業

　常呂漁業協同組合 協 同 運 動を 推 者の健全経営の強化を図るべく積極的に貯蓄推進に取り組

　代表理事組合長 進 し 、 以て 水 んでいる。さらに「つくり育てる漁業」をより強化すべく、

 産 の 振 興を 期 主要漁業である外海ほたてがい漁業及び鮭定置漁業におけ

す る こ とを 目 る増養殖事業を積極的に推進し、漁業経営の安定向上に寄

的とする。 与してきた役割は極めて顕著である。 

　以上のことから、網走海区漁業調整委員会委員として推

薦する。

０２ 大川　健志 ５５ 男 漁業 平成１７年１月～  漁業種類 北見管内漁業協 北 見 管 内漁 業 　昭和６３年４月から家業の帆立養殖漁業に従事する傍ら、

　常呂漁業協同組合  　帆立養殖漁業 同組合長会 協 同 組 合の 一 青年部活動も積極的に参画し、平成６年から青年部長とし

　正組合員 該当 　刺網漁業  層 の 発 展を 図 て部員を牽引するなど経験も豊富であり、地域の漁業に精

  　さけ定置漁業 加賀谷　一則 る た め 、相 互 通している。 

平成２８年３月～ 使用漁船 連 絡 を 密に し 　また、平成１７年に正組合員となり、平成２８年からは

　常呂漁業協同組合 　帆立養殖船（4.4 トン） 協 同 運 動を 推 理事として組合運営に携わり、漁業者からの信頼も厚く、

　理事 　刺網漁船（3.2 トン） 進 し 、 以て 水 指導力に優れた人物である。 

　さけ定置漁船(19 トン） 産 の 振 興を 期 　漁業経営は、個人で営む帆立養殖漁業、刺網漁業のほか、

年間従事日数 す る こ とを 目 令和７年４月からは、常呂漁業協同組合さけ定置漁業協同

　２５０日 的とする。 経営部会部会長として、１２０名の共同経営体による定置

漁業の運営に尽力し、漁業経営の手腕を発揮している。 

　以上のことから、網走海区漁業調整委員会委員として推

薦する。

０３ 杉森　英一 ６２ 男 漁業 平成２５年３月～  漁業種類 北見管内漁業協 北 見 管 内漁 業 　昭和６１年４月から漁業に従事し、現在、ほたてがい漁

　佐呂間漁業協同組合  　ほたてがい漁業、 同組合長会 協 同 組 合の 一 業、さけ定置網漁業、ほたてがい養殖漁業等を営むなど経

　理事 該当 　さけ定置漁業、  層 の 発 展を 図 験も豊富であり、地域の漁業に精通している。 

 　ほたてがい養殖漁業 加賀谷　一則 る た め 、相 互 　平成２年に青年部長に就任し、後継者の育成に尽力し、

令和７年３月～ 使用漁船 連 絡 を 密に し 平成２１年から購販推進委員長、令和４年から販売担当理



　佐呂間漁業協同組合 　 ほ た て が い 養 殖 漁 船 協 同 運 動を 推 事として、高い指導力を発揮してきた。 

　代表理事組合長 (4.8 トン) 進 し 、 以て 水 　平成２５年３月に佐呂間漁業協同組合の理事に就任し、

　さけ定置漁船(19 トン） 産 の 振 興を 期 令和７年３月から代表理事組合長として組合運営に携わり、

年間従事日数 す る こ とを 目 漁業者からの信頼も厚く、公平な立場から的確な意見を述

　２７０日 的とする。 べるなど、指導力に優れた人物である。 

　また、平成２８年からサロマ湖養殖漁業協同組合の理事

に就任し、サロマ湖のかき・ほたての養殖許容量の設定に

携わり、現在、副組合長として、資源管理型漁業や漁場環

境保全対策等の推進に取り組み、北見管内さけ・ます増殖

事業協会の理事に就任し、オホーツク海へのホタテ稚貝の

放流や、さけます稚魚の放流、中間飼育等、つくり育てる

漁業を推進し、安定した漁業経営基盤の確立に貢献するな

ど、水産業の発展に尽力されている。 

　以上のことから、網走海区漁業調整委員会委員として推

薦する。 

 


